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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月24日(2016.6.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二次元に配列された複数の撮影光学系によって分光され、前記複数の撮影光学系のそれ
ぞれに対して二次元に配列された複数の光電変換素子に入射された被写体光の撮像画像を
処理する画像処理装置であって、
　前記被写体光の画像データを取得する取得手段と、
　前記取得された画像データを、前記撮影光学系に対する画素の位置に対応して、互いに
視差を有する複数の画像フレームに変換する画像フレーム生成手段と、
　少なくとも前記変換された複数の画像フレームを符号化して符号化データを生成する符
号化手段と、
　を備え、
　前記符号化手段は、前記変換された複数の画像フレームの符号化においては、互いに視
差を有する複数の画像フレーム間で、視差方向の予測を行なうことを特徴とする画像処理
装置。
【請求項２】
　前記符号化手段は、前記複数の画像フレームの所定の画像フレームをピクチャ内符号化
で符号化し、他の画像フレームをピクチャ間予測符号化で符号化し、前記ピクチャ間予測
符号化において、前記視差方向に従って参照画像を決定して動きベクトルを検出すること
を特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記符号化手段は、さらに時間方向の予測に基づいた予測符号化により前記画像フレー
ムを符号化することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記取得された画像データは複数のフレームからなる動画像データであり、前記画像フ
レーム生成手段は、前記動画像データの各フレームの画像データを前記複数の画像フレー
ムに変換し、前記符号化手段は、前記動画像データの各フレームの複数の画像フレームを
、視差方向の予測および時間方向の予測に基づいた予測符号化により符号化することを特
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徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　ユーザの指示に基づいて、前記画像フレーム生成手段により生成された前記複数の画像
フレームからリフォーカス画像を生成するリフォーカス画像生成手段をさらに備えること
を特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記リフォーカス画像生成手段は、各画像フレームの画素を、前記視差方向にずらして
積分することによりリフォーカス画像を生成することを特徴とする請求項５に記載の画像
処理装置。
【請求項７】
　前記符号化手段で生成された符号化データを復号して復号された複数の画像フレームを
生成する復号手段をさらに含み、前記リフォーカス画像生成手段は、前記復号手段で生成
された復号された複数の画像フレームからリフォーカス画像を生成することを特徴とする
請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記リフォーカス画像生成手段は、復号された各画像フレームの画素を、前記符号化手
段による視差方向の予測において検出された動きベクトルの情報に基づいてずらして積分
することによりリフォーカス画像を生成することを特徴とする請求項７に記載の画像処理
装置。
【請求項９】
　前記符号化手段で生成された符号化データを多重化してストリームデータを生成すると
ともに、前記ストリームデータを符号化データに分離する多重分離手段をさらに備えるこ
とを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　撮影レンズと前記撮影レンズの瞳分割手段を有する撮影光学系と、前記撮影光学系で得
られた被写体光を二次元に配列された複数の光電変換素子で撮像して画像データを出力す
る撮像素子とを備えた撮像装置であって、
　請求項１乃至９のいずれか一項に記載の画像処理装置と、
　前記撮影光学系、撮像素子および画像処理手段を制御する制御手段と
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項１１】
　前記瞳分割手段は、前記撮像素子の撮像面に二次元に配置された複数のマイクロレンズ
であり、各マイクロレンズには前記光電変換素子の所定数が対応し、前記画像フレーム生
成手段は、各マイクロレンズに対応する前記所定数の光電変換素子のうち、マイクロレン
ズに対して同じ位置にある光電変換素子の画像データから画像フレームの一つを生成する
ことを特徴とする請求項１０に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　二次元に配列された複数の撮影光学系によって分光され、前記複数の撮影光学系のそれ
ぞれに対して二次元に配列された複数の光電変換素子に入射された被写体光の撮像画像を
処理する画像処理方法であって、
　前記被写体光の画像データを取得する取得ステップと、
　前記取得された画像データを、前記撮影光学系に対する画素の位置に対応して、互いに
視差を有する複数の画像フレームに変換する変換ステップと、
　少なくとも前記変換された複数の画像フレームを符号化して符号化データを生成する符
号化ステップと、
　を備え、
　前記符号化ステップは、前記変換された複数の画像フレームの符号化においては、互い
に視差を有する複数の画像フレーム間で、視差方向の予測を行なうことを特徴とする画像
処理方法。
【請求項１３】
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　二次元に配列された複数の撮影光学系によって分光され、前記複数の撮影光学系のそれ
ぞれに対して二次元に配列された複数の光電変換素子に入射された被写体光の撮像画像を
処理する画像処理装置を制御するためのプログラムであって、
　コンピュータを、
　前記被写体光の画像データを取得する取得手段、
　前記取得された画像データを、前記撮影光学系に対する画素の位置に対応して、互いに
視差を有する複数の画像フレームに変換する画像フレーム生成手段、
　少なくとも前記変換された複数の画像フレームを符号化して符号化データを生成し、前
記変換された複数の画像フレームの符号化においては、互いに視差を有する複数の画像フ
レーム間で、視差方向の予測を行なう符号化手段として機能させるプログラム。
【請求項１４】
　コンピュータを、請求項１乃至９のいずれか一項に記載された画像処理装置の各手段と
して機能させるプログラム。
【請求項１５】
　コンピュータを、請求項１乃至９のいずれか一項に記載された画像処理装置の各手段と
して機能させるプログラムを格納した記憶媒体。
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